
損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 � 6¶161¶463¶752 � 980¶286¶553 � 190¶644¶921 � 6¶951¶105¶384 ~７

損 益 外 減 損 損 失 累 計 額 � 43¶445¶865 0 � 2¶776¶362 � 40¶669¶503 ~８

損 益 外 利 息 費 用 累 計 額 0 0 0 0

差 引 計 � 2¶485¶013¶603 � 199¶588¶856 133¶614¶475 � 2¶818¶216¶934

d 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
d`１ 積立金の明細

単位：円

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

積立金 60¶004¶866 1¶580¶572¶518 1¶640¶577¶384 0 当期積立金 929¶595¶167円、目的積立金か
らの振替額 650¶977¶351円、国庫納付金
258¶062¶902円、前中期目標期間繰越積立金
1¶382¶514¶482円

目的積立金 650¶977¶351 0 650¶977¶351 0 積立金への振替額 650¶977¶351円

前中期目標期間繰越積立金 0 1¶382¶514¶482 381¶864¶000 1¶000¶650¶482 積立金からの振替額 1¶382¶514¶482円、当
期取崩し額 381¶864¶000円

計 710¶982¶217 2¶963¶087¶000 2¶673¶418¶735 1¶000¶650¶482

~１．前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は60¶004¶866円であり、これに前中期目標期間の最終年度の未処分利益929¶595¶167円及び目的積立金の使用残額650¶977¶351円を加えると、積立金は
1¶640¶577¶384円となる。

~２．この積立金1¶640¶577¶384円のうち、今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い等として繰越の承認を受けた額は1¶382¶514¶482円であり、差し引き258¶062¶902円については国庫に納付した。
d`２ 目的積立金の取崩しの明細

単位：円

区 分 金 額 摘 要

目的積立金取崩額 前中期目標期間繰越積立金 34¶289¶704 費用の発生

計 34¶289¶704

その他 目的積立金 650¶977¶351 中期目標期間終了時の積立金への振替

合 計 1¶032¶841¶351

前中期目標期間繰越積立金

計

347¶574¶296

998¶551¶647
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~１．資本金における当期減少額は出資を受けた土地を売却したことによるものである。
~２．資本剰余金における施設費の当期増加額は施設費を財源に固定資産を取得したものである。

なお、（ ）書きは、国立大学財務・経営センターからの受入相当額を内数で記載している。
~３．資本剰余金における授業料の当期増加額は授業料を財源に固定資産を取得したものである。
~４．資本剰余金における寄附金等の当期増加額は寄附金を財源に固定資産を取得したものである。
~５．資本剰余金における目的積立金の当期増加額は目的積立金を財源に固定資産を取得したものである。
~６．資本剰余金における資産除売却差額の当期減少額は現物出資された固定資産及び承継時に前納授業料相当額として指定された国立大学法人会計基準第84に規定する特定の償却資産を除却したこと
によるものである。

~７．資本剰余金における損益外減価償却累計額の当期増加額は特定償却資産の減価償却相当額である。なお、当期減少額は特定償却資産の除却によるものである。
~８．資本剰余金における損益外減損損失累計額の当期減少額は現物出資された固定資産の除却によるものである。
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